
１. まちの改善に向けて
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１.１ 問題意識

・上記の公共空間は、なぜ多様な人々に「使われる空間」に変化して
いったのか

・「使われていない空間」との違いは、どこにあるのか

■南池袋公園

写真出典：（整備前）豊島区提供
（整備後）検討会事務局撮影

整備前 整備後
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１.１ 問題意識

○ 想定したとおりに使われていない公共空間（※）の存在

○ 都心部の開発における公共空間のあり方の重要性の高まり
○ 地方部等における開発圧力の低下

現状

※ ここでいう公共空間とは、行政が所有・管理するものに限らず、
公開空地等、民有地においても公共的な機能を持った空間も含める

9

○ まちづくりにおいて、「空間づくり」の重要性が意識されて然るべきではないか。
特に公共空間において、もっと注意が払われるべきではないか。

○ 「空間づくり」に当たっては、人間の滞在・歩行といった
普遍的な「人間のアクティビティ」をベースにすべきではないか。

○ 「人間のアクティビティ」を前提とした場合、日本のタウンセンター・中心市街地に
おける公共空間は、多くの場合、「遠すぎる」「広すぎる」という共通の問題に
悩まされているのではないか。

○ 「空間づくり」には、「センス（感覚）」に留まらない「方法論」があるのではないか。



１.２ 公共空間の変化

時代背景の変化に合わせ、都市・公共空間は変化してきている

10写真出典：（下）検討会事務局撮影

時代背景 都市・公共空間

1960年代～
：都市の成長期

○人口の増加
○経済活動の急速な拡大
○モータリゼーションの進展
○都市機能の量的な不足

近年
：都市の成熟期

○人口の減少
○経済活動の安定
○モータリゼーションからの転換
○都市機能の量的な充足

モータリゼーションや
大規模開発を重視

「ひとの活動」に着目



１.２ 公共空間の変化

海外においても、近年「ひとの活動」に着目して公共空間の再編を行っているエリアが増えており、
それらの都市の競争力・存在感が強まりつつある

ニューヨークのタイムズスクエアでは、自動車による慢性的な渋滞が発生していたブロードウェイを歩行者空間化したことで、
安全性が向上したことに加え、大規模な人々の憩いの空間が創出され、そのことが来訪者の増加につながっている。

整備前 整備後

写真出典：
（整備前）Project for Public Spaces ウェブサイト

（https://www.pps.org/article/times-square-debate-lays
-bare-the-importance-of-proactive-public-space-management）

（整備後）中島委員提供 11



１.２ 公共空間の変化

国土交通省も、ひと中心のまちづくりや公共空間の活用に関する施策を推進している

■「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり支援制度
・“居心地が良く歩きたくなるまちなか“の形成等に資する空間創出や計画策定等への支援として、
新たな予算措置や税制改正、法改正等の施策を推進中
例）●まちなかウォーカブル推進事業

人中心の空間に転換するまちなかウォーカブル区域において、街路の広場化や
公共空間の芝生化等への取組みに対し、予算措置を実施

●ウォーカブル推進税制
居心地が良く歩きたくなるまちなかの形成を目指す特定のエリアにおいて、
公共施設整備等に併せて、民間による民地・建物低層部のオープン化に対し、
固定資産税・都市計画税の軽減による課税特例を適用

●官民連携まちなか再生推進事業
官民によるエリアプラットフォーム構築やエリアのビジョン策定、公共空間での
社会実験等のビジョン実現に向けた取組みに対し、補助金等による支援を導入

■公共空間活用のための制度措置
・道路占用許可（歩行者利便増進道路（ほこみち）制度創設）、河川占用許可、
公園占用許可の特例、Park-PFI 等 12



１.２ 公共空間の変化

新型コロナウィルスが世界的に蔓延する中、感染防止や密の回避、経済的な支援等のため、
公共空間の実験的・積極的な活用検討が各地で進んでいる

■国内の動き
○道路占用の許可基準の緩和

・国土交通省は新型コロナウィルス感染症の影響を受ける飲食店等の支援のため、
緊急措置としてテイクアウトやテラス営業などのための道路占用許可基準を緩和
⇒ 2021.1.19時点で、全国の約150の自治体で特例措置の適用事例があり、

占用許可件数は全国で約360件

○新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性検討（2020.6～7)
・国土交通省が、新型コロナ危機を踏まえ、今後の都市の在り方や都市政策について
有識者や地方公共団体、民間事業者等にヒアリングを実施
⇒ コロナ禍での変化を踏まえ、オープンスペースの今後の新しい活用策等について言及

■海外の動き
・リトアニアのヴィリニュスでは、社会的距離を保ちながらレストランが開業できるよう、
町全体を「大きなオープンエアカフェ」にするアイディアを市長が先導

・ニューヨークでは歩道上の対人距離を確保するため大規模な車道の歩行化
（オープンストリーツプログラム）に係る取組み等が進んでいる 13



誰でもアクセスできる

誰でも使うことができる

※『都市の魅力とは、自由があること』（三浦展「人間の居る場所」（而立書房、2016））

公共空間は、誰でもアクセスし、誰でも使うことができる自由があることから、都市にいる多様な
人々にとって「居心地良く、使われる空間」になりうるのではないか

公共空間

居心地良く
使われる場所

１.３ 公共空間の可能性

多様な
人々

自由であること
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１.３ 公共空間の可能性

■公共空間における人々の活動 （※ヤン・ゲール「公共空間における人々の活動の分類」より）

公共空間において、多様な活動が行われることにより、他者やまちとのかかわりが生まれ、
人々の暮らしが豊かになるのではないか

cv

①必要活動

cv

②任意活動 ③社会活動

・仕事や学校に行く
・バスを待つ

・遊歩道をそぞろ歩く
・街をよく見るために立ち止まる
・よい眺め・天気を楽しむために腰をおろす

①必要活動、あるいは②任意活動に付随して起こる行動で、
他者（同じ空間にいる人、すれ違う人、他の活動の際にお互
いの視野に入っている人などすべて）の存在が成立条件
・受け身のふれあい（他の人や起こっていることを眺める等）

多かれ少なかれ必要に迫られ
て行われる活動

・客に商品を届ける

余暇的な性格の強い活動で、街で最も魅力
的で人気のある活動の大半はこれに属する

・積極的なふれあい（居合わせた人と短い会話をする等）
・進んだふれあい（子供の遊び、市場、集会等）

仕事に行く 休憩する 会話をする他の人を眺める

15

写真出典：（必要活動・任意活動・社会活動左）検討会事務局撮影
（社会活動右）中之条町ふるさと交流センター「つむじ」HP

（http://tsu-mu-ji.com/）



１.３ 公共空間の可能性

公共空間は、ひとの本質的な欲求を受け入れ、多様な社会状況の変化にも対応することが
できるのではないか

○価値観の多様化
○競争社会の激化（※3）

○テクノロジーの進化（※4）

○長寿化（超高齢社会）

○ひとを見たい（※1）

○受け身のふれあい（※2）

○健康でいたい

公共空間
社会状況の変化ひとの本質的欲求
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※1 『人びとがパブリックスペースにいる本当の理由とは、他の人びとのパブリックライフを見るためでもある。パブリックスペースでの見る／見られるの関係性が人びとを惹きつけて
いる』（ヤン・ゲール、ビアギッテ・スヴァア（鈴木俊二、高松誠治、武田重昭、中島直人訳）「パブリックライフ学入門」（鹿島出版会、2016））
『人々が活動や他の人々を見るのが大好きだ』（ジェイン・ジェイコブズ（山形浩生訳）「アメリカ大都市の死と生」（鹿島出版会、2010））

※2 『受け身の目と耳のふれあいは他の種類のふれあいが生まれる背景と出発点になる』（ヤン・ゲール（北原理雄訳）「人間の街」（鹿島出版会、2014））
『「焦点の定まらない相互作用」は、「その場にいる別の人が自分の視野に入る時に、その人を一瞬ちらりと見て、その人に関する情報を集める場合に起こるコミュニケー
ション」を指す』（アーヴィング・ゴッフマン（丸木恵祐、本名信行訳）「集まりの構造」（誠信書房、1980））

※3 『職業生活とキャリアを成功させる土台が個人主義と競争原理であるという常識を問い直すべきだ。いつも時間に追われ、孤独を感じる傾向がさらに強まれば、人間同士
の結びつき・コラボレーション・人的ネットワークの重要性が極めて大きくなる』（リンダ・グラットン（池村千秋訳）「WORK SHIFT」（プレジデント社、2012））

※4 『テクノロジーが進化し、グローバル化が進展する世界では、やさしい言葉や温かい抱擁など、人間が常に必要としてきたささやかな要素の多くが失われる。温かみのある
人間的な絆は、これまでより意識的に育まないと手に入らなくなる』（リンダ・グラットン（池村千秋訳）「WORK SHIFT」（プレジデント社、2012） ）



１.４ 居心地が良く、使われる公共空間をつくるために

公共空間を“つくること”からよりも、公共空間を“つかうこと”から考える（考える順序を変える）
ことが、居心地が良く、使われる空間の実現につながるのではないか

公共空間をつくる 公共空間をつかう

考える順序を変える

公共空間をつかう 公共空間をつくる
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１.４ 居心地が良く、使われる公共空間をつくるために

他
者
や
ま
ち
と
の
か
か
わ
り

ひとの欲求やひとの活動から、公共空間のあり方を考え、
公共空間にひとりひとりの居場所をつくる手法のひとつが 「プレイスメイキング」。
居心地が良く、使われる公共空間で、他者やまちとのかかわりが生まれ、人々の暮らしを豊かにする

人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

公共空間

居
心
地
良
く
使
わ
れ
る
公
共
空
間

ひ
と
り
ひ
と
り
の
居
場
所
を
つ
く
る

プレイスメイキング

18

つ
か
う
こ
と
を
考
え
る

ひとの
欲求

ひとの
活動



「場所」の連続を
都市レベルに展開

活動から「場所」を
想定・設置

「ひと」の活動を
観察・想定

専門家による
都市計画

建物・道路等
の設計・建設

所与の公共空間
で「ひと」が活動

※従来の都市計画

継続的な
見直し

・ まず、簡単に・素早く・安くできることから取り組む（LQC：Lighter, Quicker, Cheaper）
・ プレイスの可能性を示すことで、利害関係者の行動を促す
・ 誰もが参加可能なプロジェクトを実施し、その成果を検証しながら長期計画へ結び付けていく

１.４ 居心地が良く、使われる公共空間をつくるために

暫定的改善
（LQC）

19写真出典：検討会事務局撮影
出典： Project for Public Spaces  ウェブサイト （https://www.pps.org/article/the-power-of-10）

プレイスメイキングのポイント①

すぐに行動に移せるものから取り組んでみる。そして、場所のあり方を考え続ける



プレイスメイキングのポイント②

出典： Project for Public Spaces  ウェブサイト （https://www.pps.org/article/the-power-of-10）

１.４ 居心地が良く、使われる公共空間をつくるために

・ どのような規模の都市も、最低10か所の
目的地が連続的に近接しているべきであり、
各目的地はより小さな10の場所によって
構成されるべきである。
そして、各場所は人びとが携わる事ができる
活動や行為を最低10個は提供すべきで
ある。
（Project for Public Spaces が

提唱する「Power of 10+」の概念）

ひとのアクティビティから場所・目的地・都市のスケールを考え、それらの関係性を解き明かす

20

・ 公共空間を中心として、都市スケールから
敷地スケールまでの人の流れや空間に
関する要素の関係性を考える

・ 周辺地域への波及効果をイメージしやすく
するために、公共空間が都市において果た
すべき役割、可能性、ニーズ等を俯瞰的
な視点から検討し、位置づける

<駅前等のエリア>
最低10か所の
目的地が近接

<エリアの中の目的地>
最低10か所の

小さな場所で構成

<目的地の中の「場所」>
最低10個の

活動・行為の提供

■Project for Public Spaces が提唱する「Power of 10+」の概念


